
仮説を設定：
５つの理想と現実の
ズレ 不一致）を
見える化することで、
解決へ向けての
気づきを促す。

共通の課題意識

研究支援する技術者の課題の見える化と
セルフマネジメントを可能にするセルフ
ロードマッピングの検討

高齢ドライバーの運転停止へのプロセス
を支援する仕組みの考察と事業化

ロードマッピング思考を用いたキャリア
プラン策定コンサルティングの提案

発達等の障害者と周囲へのビジュアライ
ゼーション研究と事業計画書の作成

ズレ（不一致）
の概念図 見える化の定義

なりたい姿

ある

やりたい仕事
出来てる

やりたい仕事
出来ていない
やりたいことが
見えていない

ない やりたいこと
探し

ロードマッピング

＋１
ロードマッピング

ツールで分析
やコーチング

やりたい事」「なりた
い姿」を見える化し、
キャリア検討の始めの
１歩を踏み出させる。

アイデア発想 対話 ロードマッピング

思考の見える化により、やるべき事が明確に。視界良好！

研究機関で研究支援する民間技術者と客先研究者の
業務到達点に対する意思のズレに注目した。意思の
ズレの縮小には、技術者の課題の見える化の精度の
向上が有効と考えた。解決法として技術者 人で実施
できるセルフロードマッピングを検討。業務改善に
つなげる。

支援提供者（養育施設）及び発達障害者雇用主（企
業）と当事者（発達等障害者）における理想と現実に
ついて、それぞれ調査によって明確化し、根本課題を
抽出する。課題解決策として発達等障害者の就労支援
や能力開発を促す方法をビジュアライゼーション等を
応用して研究する。これらに基づいて事業企画を模索、
立案する。

セルフロードマッピング用
テンプレートと説明書

見える化で
不一致解消

事業設計・改善に向けた研究

現現状状把把握握 比比較較分分析析 ああるるべべきき
姿姿のの提提案案

発達障害者雇用のあるべき姿：雇用主
と被用者における現状把握と比較分析

社会で起きている多くの問題の
根本原因は、様々なシーンに
おける当事者または当事者同士
が認識する理想と現実のズレ
（不一致）にあると考えた。

プロフェッショナルファームの発達障害者雇用につ
いて、雇用主と被用者の両方にヒアリングし、同業
他社で比較分析した。
・雇用主側へのヒアリング： 社
・被用者側へのヒアリング： 人
・自治体のヒアリング： 団体

① ①

被被用用者者

④

④

現現実実

③
雇雇用用主主

理理想想

改善すべき点を雇用主側にプレゼンテーション
→雇用主側の意識を変えることができた

バーチャルスクール「おとな運転学校」を立ち上げ、
運転適性能力診断、コーチングによるメンタル支援、
代替移動手段の提案やアクセス支援など、高齢ドラ
イバーの運転における解決策を一緒に考え、気づき
を促すプラットフォームの提供を提案する。

②

研究の進め方
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